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論文チェックリストを活用した執筆支援

論文作成は、科学論
文と同様の方法を用い
て行っていくことを求め
ています。
しかしながら、その作
法については、高校生
はもちろん、投稿論文作
成に携わったことが無い
場合は、よく分からない
という意見もありました。
そこで、ARⅡ提出論文
の全ての添削から見え

ＳＳＨハイブリッド型成果発表会の実施上の工夫

今年度のＳＳＨ成果発
表会は、ホテル熊本テ
ルサを会場に２月２４日
（木）に実施しました。さ
らに、保護者や他校から
の参加者は、オンライン
会議システムZoomを利
用してオンラインで参加
するハイブリッド型で開
催しました。
県独自の緊急事態宣

言が出される中、当初案
とは異なる実施方法を検
討する必要がありました。
当日の様子は、HPブ

ログで紹介していますが、
ハイブリッド型の利点を
生かすことができました。
これまでにも、北高では
オンラインを活用した事
業に取り組んできました

が、今回の規模での開催
は初めてとなり、次のよう
な準備を行いました。
【発表スライド】
生徒が発表で利用する

PCと同じスライドを配信
用PCにあらかじめ入れて
おき、生徒のスライドの動
作に合わせて配信する。
（会場とオンラインのPCを分け
て、トラブルを回避するため）

【音声】
会場のワイヤーレスマイ
クや有線マイクの音声を
ミキサーから出力し、直
接配信用PCに入力した。
会場の音声はスピーカー
マイクで拾えるようにした。
【ビデオ】
通常のWebカメラでは
限界があるため、会議用

てきた、よくある誤りのパ
ターンを「論文チェックリ
スト」の形でまとめ、さら
に良い例と修正が必要
な例を作成し、生徒及校
職員に示しました。
提出用の最終論文に
ついては、チェックリスト
を用いて。生徒自身が
確認をしながら執筆がで
きるようになっています。

※「論文チェックリスト」は、探究活動ガイドブック等を通して、近日中に公開します。

論文チェックリストの例【要旨】

□(1) 研究の背景（課題）は
入っているか？

□(2) 研究の方法は入ってい
るか？

□(3) 研究の結果は、入って
いるか？

□(4) 研究から言えること（考
察･結論）は入っているか？

□(5) (1)～(4)の文は、それ
ぞれの１文ずつに分かれて
いるか？

の大型Webカメラを準備
し（VC520 Pro） 、リモコン
でカメラを動かしたり、
ズームをしたりした。
【外部参加者】
通信上のトラブル等を
避けるため、テキストでコ
メントや質問ができるよう
にした。オンラインで出さ
れた質問等は、会場の担
当が代理で発表した。

今回使用した大型Webカメラとスピーカー
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複数指標を利用したルーブリックの改善の可能性
第Ⅱ期SSH事業の成

果物のひとつに、マクロ
ルーブリックによる評価
体制の構築があげられ
ます。一方で、マクロ
ルーブリックは完成した
ものでは無く、利用しな
がら改善をしていくこと
になります。
今回、２年理数科では、

マクロルーブリックと理数
に関するアンケート以外
に、「科学英語」に関す

る自由記述による評価も
実施しました。この結果を
テキストマイニングで分析
しました。すると、これま
で評価できていなかった、
科学英語に対する変化
を共起ネットワークの変
化として捉えることができ
ました。ルーブリックでは、
決まった内容しか評価出
来ませんが、自由記述で
見えた変化をルーブリッ
クの改善に活かすこと

本校SSH事業の発信と
卒業生をはじめ外部の
方と繋がりを深めること
等を目的として、FBペー
ジを開設しました。
さっそく研究者の卒業

生からもコンタクトがあり
ました。これからも積極
的に情報発信を行って
いきたいと思います。

熊本北高校SSH
Facebookページ開設

で、目指す姿を生徒にも
示すと共に、生徒の変化
をより正確に評価すること
ができるようになります。

年度末の御挨拶

新体制でスタートした
SSH研究部でしたが、今
年度の活動も、多くの皆
さんの御理解と御支援
のもと、無事に終えること
ができました。
年度当初予定していた
事業の中でも対外的な
行事の多くは、中止や変
更を余儀なくされました。
しかし、この状況下でも、

熱心に課題研究に挑む
生徒の姿がありました。
理数科、FSCに加え、普
通科の生徒もよく努力し
ていました。
自ら学会参加を申し出
る場面もあり、第Ⅱ期に
新設された数理探究も一
定レベルに達したことを
実感しました。
次年度からは、本校SS

H事業も次の段階での挑
戦が始まります。これまで
以上に、皆さんの支えが
必要となります。

SSH研究部としても、内
外の協力体制等を含め
た研究・開発を一層推進
していきたいと考えてい
ます。
今後ともどうぞよろしく
お願いします。


